
12月22（水）13:30-16:40

山形県環境保全推進賞表彰式（令和2年度、3年度）

お問い合わせ （事務局）特定非営利活動法人環境ネットやまがた

令和2年度、3年度 山形県環境保全推進賞の表彰

「未来をどこまで見通すことができるか
～持続可能性という観点から～」

講 師：安井 至
（株式会社バックキャストテクノロジー総合研究所
エグゼプティブ・フェロー)

ホテルメトロポリタン山形「霞城」
(山形市香澄町1－1－1 TEL 023－628－1111)

環境活動事例発表（知事賞受賞企業）
株式会社モス山形 （令和2年度知事賞受賞）

リコージャパン株式会社山形支社 （令和2年度知事賞受賞）

東北おひさま発電株式会社 （令和3年度知事賞受賞）

講演会

山形県環境保全協議会 主催

山形県環境保全協議会
山形県山形市上桜田３－２－３７

（TEL）023-679-3340 （FAX）023-679-3389
（E-mail） hozenkyo@eny.jp

カーボンニュートラル
講演会

参加無料

日 時

場 所

オンライン配信も行います

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、開催方法が変更になる場合があります

令和3年

12月は地球温暖化防止月間です。カーボンニュートラルに関する講演会と、山形県内で優れ
た環境保全を行う企業に対して「山形県環境保全推進賞」の表彰式を開催いたします。また知
事賞受賞企業の環境活動発表会を行います。皆様のご参加お待ちしております。



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 切 取 不 要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

山形県環境保全協議会 事務局 あて 

（FAX）023-679-3389  （E-mail）hozenkyo@eny.jp 

「カーボンニュートラル講演会（12/22）」参加申込書 

 

・今後、感染状況により内容及び開催方法が変更になる場合があります。その場合、申込みいただいた方

に別途ご連絡します。 

・ご記入いただいた情報、本講演会開催にあたっての事務手続き、名簿整理、連絡等に使用いたします。

なお、環境ネットやまがたのプライバシーポリシーに基づき、適正に管理致します。 

・新型コロナウイルス感染症に感染した方が発生した場合、感染者との接触者として、氏名、電話番号等

の個人情報を保健所等に情報提供する場合があります。（会場施設からの指導による） 

参加方法 

 

会  場   ・  オンライン 

 

氏  名 
 

 

所  属 
 

 

電話番号 
 

 

メールアドレス 
 

 

●申込方法、締切日 

 参加のお申込みは、以下の申込書にご記入のうえ、12 月 13 日まで、メールまたは FAX でお送りく

ださい。 

 ＜送付先＞ 

  山形県環境保全協議会（事務局 NPO 法人環境ネットやまがた） 

 （TEL）023-679-3340（FAX）023-679-3389 

 （E-mail） hozenkyo@eny.jp 

●その他 

 ・ホテルメトロポリタン山形にお車でお越しの方は、「メトロ立体駐車場」「山形駅西口駐車場」 

「山形駅ビル駐車場」の駐車場をご利用ください。詳細はホテル HP をご確認ください。 

 ・新型コロナウイルス感染症対策についてのお願い 

 参加される方は、マスクの着用、来場時の手指の消毒、検温にご協力ください。また、ウイルス感

染の可能性のある方や体調のすぐれない方はご参加をお控えください。 

 

【安井 至 プロフィール】 

 

 国際連合大学元副学長、東京大学名誉教授、（独）製品評価技術基盤機構元理事長。 

 現在は、（株）バックキャストテクノロジー総合研究所エグゼプティブ・フェローに就任。 

 専門分野は、元々は非晶質構造論、材料設計、計算機材料科学などから環境科学へ。環境研究関係、リ

スク評価、ＬＣＡなどによる環境総合評価法から総合環境科学へ。最近は、環境・エネルギーイノベーション

など。 

 著書「リサイクルのすすめ」、丸善（１９９５）、「市民のための環境学ガイド」丸善ライブラリー（１９９８）、「２

１世紀の環境予測と対策」、丸善（２０００）、「リサイクルの百科事典」丸善（２００２）、「環境と健康」丸善（２０

０２）、「続環境と健康」丸善（２００３）、「リサイクル 回るカラクリ、止まる理由（ワケ）」日本評論社（２００

３）、「Ｒｉｓｋリスクメーターではかるリスク」丸善（２００５）、「化学で何が分かるか」化学工業日報（２０１０）、

「地球の破綻」日本規格協会（２０１２）など。 

 


